





















































































− 34 − − 35 −
っと色々な国へ行ってみたいという思いが強くなった。もっと日本以外の国のことを知って、様々な視点から日本
という国を見つけ直してみたいと考えるようになった。このことを大学に入ってすぐに感じていればもっと私の視
野を広げることができたのではないだろうか。残りの大学生活でさらに海外へ行き、自分の目で色々なものを見た
いと思う。
　二つ目は、言葉の壁を感じたことである。香港では、中国語と英語が通じるが、中国本土ではほとんど中国語し
か通じない。テクノセンターの寮でワーカーさんと一緒に生活していく上でコミュニケーションをとる機会がたく
さんあった。私が話せる中国語はあいさつ程度だったので、筆談やジェスチャーを混ぜた簡単な会話しかすること
ができず、ワーカーさんのことを深く知ることができなくとても残念だった。一年生の時に中国語の授業を履修し
ていたので、もっと積極的に中国語を勉強しておけばよかったと大変後悔した。研修を終えて香港へ戻り、ホテル
のチェックインの手続きをする際にも言葉の壁を感じた。ホテルのフロントの方は英語で話しかけてくるが、何を
言っているのかなかなか理解することができなかった。中学生から学校の授業で英語の勉強をしてきているが、勉
強してきたことを全くと言ってよいほど生かすことができなかった。この研修を通してもっと英語や中国語を勉強
する必要があると強く感じた。
　三つ目は、同じ研修に参加した他大学の学生の積極的な行動力を感じたことである。他大学の学生は、みんな積
極的に行動する人たちばかりで、自分たちの研修目的を達成するためにとても一生懸命だった。また、彼らは自分
の将来についてしっかりと考えている人がたくさんいた。目標を持ってそれを達成するためにみんな一生懸命頑張
っているという話を聞き、私も自分の将来についてしっかりと考えなければいけないと改めて感じた。今までの大
学生活の中では、他大学の学生と交流する機会がなかったので、研修を通して他大学の学生から良い刺激をたくさ
ん受けることができ、とても良い経験になった。
　二週間のインターンシップを終えて、毎日学ぶことがたくさんあり中国へ来る前の自分を大きく成長させること
ができた。帰国してからは、この研修で学んだことを生かして、何事にも積極的に取り組むようになった。分から
ないことがあると、そのままにはせず、すぐ調べるようになった。また、興味を持ったことは積極的に調べ、様々
な知識を身に付けるように努力するようになった。
　最近では、インターネットなどで情報を簡単に入手することができる。しかし、インターネット上の情報だけで
は限界がある。実際に現地に足を運び、自分の目で見て確かめなければわからないことがたくさんある。この研修
を通して、自分の目で見て確かめるということの大切さを改めて実感することができた。二週間の研修で学んだた
くさんのことをこれからの人生に生かしていきたい。
